
背景・意義

• 大学生活では、コミュニケーションや対人関係に難しさを感じる人もいます。こうした感じ方
には個人差があり、自閉スペクトラム症（ASD）に関連する特性がみられる場合もあります。

• また、対人関係を円滑にするための工夫として、「社会的カモフラージュ」と呼ばれる行動が
注目されています。

• 本研究を通じて、個々の特性やニーズに応じた支援の在り方を検討したいと考えています。

• 日本の大学生におけるASD特性ならびに社会的カモフラージュと精神健康の関連を検討すること
• その関連に影響する要因を検討すること の２点を目的としています。

• 東北大学に所属する大学生を対象としております。
• 大学院生、留学生、研究生は研究対象外となっております。

• 調査へのご回答にかかる時間は、およそ10〜15 分です。

• 研究の詳細について右のQRコードもしくは、こちら
(https://drive.google.com/file/d/14YWOYRB0zxb2GsTeX3z3zRRtayBQgCBj/view)

をご覧ください。

目的

対象者

研究内容

その他

時間

• 上記の研究内容をお読みいただき、調査への参加に同意いただける場合は、QRコード、もしくは
URLよりアンケートフォームにご回答ください。ご回答いただいた内容の集計は統計的に処理

    されるため、個人が特定されることはございません。
• ご回答は 1 人 1 回のみ可能です。もし、調査に回答されない場合でも、不利な扱いを受けること

は決してありません。
• もし、ご不明な点があれば遠慮なく以下の問い合わせ先にお尋ねください。

【問い合わせ先】
阿部希々果(東北大学大学院医学系研究科博士前期課程) 
E-mail:abe.nonoka.q6@dc.tohoku.ac.jp 
TEL:022-717-7922(月～金曜日 10～17 時)

【研究責任者】
大宮朋子(東北大学大学院医学系研究科教授)

～東北大学生の方へ～

大学生活での対人関係やコミュニケーションに
ついてのアンケートのお願い

アンケートはこちらから！

https://forms.gle/a27zCFiLGYES9heX8

研究内容はこちらから

https://forms.gle/a27zCFiLGYES9heX8
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